
「CSR行動指針」を定め、役員・従業員への浸透を通して、

「社会から信頼される企業」を目指します。

モリリングループは、「誠実・和合・創造」の社是を実践するために、
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 モリリンは繊維専門商社として、国内外の生産・物流拠点を整備し、

 素材の開発および製品の企画・生産から、

 品質管理・物流全般まで一環してプロデュースする独自の

 サプライチェーンマネジメント（SCM）を構築しています。

 企業の意思決定と事業活動には、社会や環境に及ぼす影響に対する、

 より責任を持った活動が求められるようになったのです。

 当社も、CSR活動をスタートしています。

 当社は今後もオリジナリティを打ち出し、新たな付加価値をお客様に

 迅速に提供するベストパートナーとなるよう努め、

 お客様をはじめ、社員、関連・協力会社の人々とその地域の未来へ向けた

 充実した環境づくりに取り組んでまいります。

 モリリン株式会社

 代表取締役社長　森　俊輔

お客様のビジネスに役立つ新たな価値の創出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　多様なニーズに迅速に対応するグルーバルネットワークを構築します。

モリリンは生活繊維を通し、「豊かな暮らしの創造」に貢献します。

世界の喜びにつながり、

未来の環境に貢献する

モリリン流SCMの確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

多様なニーズに対応するグローバルネットワークの構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　マネジメント「モリリン流SCM」を確立し続けます。

　日本国内をはじめ、中国・アセアン諸国を中心した生産・営業・物流拠点を展開。ローコスト、短納期、少量多品種等、

　お客様のビジネスにお役に立つ「新たな価値」を創出します。

　繊維業界のグルーバル化を見据え、海外では現地法人による内販事業を推進し、近年はアメリカやヨーロッパへも取引を拡大。

　お客様が求める商品を、売れるタイミングで売れる場所へ、競争力のある魅力的なプライスで提供する独自のサプライチェーン



未来への責任と使命

 基本方針

　モリリングループの役員・従業員は、常にお客様、お取引先、従業員、株主、地域社会から信頼される企業を

　目指して、法令遵守及びCSR行動指針に沿って誠実に行動し、持続可能な社会の発展に貢献します。

８つの「ために」を常に意識した会社づくり

 CSR 行動方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
CSR　行動方針
◆ 第１章　お客様のために ◆

　１）お客様の立場に立った高い品質を実現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２）安心できる商品開発・商品提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　法令基準やJISはもちろんのこと、お客様が安心できる基準で素材調達、開発、提供を行います。安心・安全は信頼の

　　　　土台。私たちは常に素材の開発、選定、調達、製造、流通段階で想定されるリスクの低減化に努めます。

　３）公正な広告・宣伝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　公平でかたよりなく、お客様、お取引様に当社の商品等をお伝えします。お客様にありのままを正確にお伝えできるように、

　４）個人情報の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　個人情報保護法の趣旨を十分に理解し、情報の重要性に応じた適切な情報管理体制を構築し、個人情報を適正に保護

　　　　します。

　５）お問い合わせ、苦情には誠意で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　お客様からお問い合わせ、苦情等には、全社員がモリリンの代表として常に迅速、正確、誠意を持って対応します。

　　　　高い品質を実現するとは 「イトからはじまる、すべてのコト」 に対し、最高の成果を達成することです。

　　　　常にお客様のお役に立つことを考え、行動します。

　　　　誠実でわかりやすい広告・宣伝をいたします。

　　　　お客様の立場に立つとは 「お客様の豊かな暮らしの創造のため」 に誠実に仕事をすることです。



◆ 第２章　お取引のために ◆

　１）独占禁止法・不正競争防止法等を遵守

　　　　販売価格の拘束、発注者としての優越的地位の濫用の禁止。また、再販売価格の拘束の禁止、優越的地位の濫用を

         禁止します。

　２）創造的な価値の尊重

　　　　人の創作活動によって発生した 「知的財産（発明、考察、意匠、著作物、商標等）」 を慎重に取り扱います。

　　　　・WEBサイトからの安易な流用の禁止

　　　　・商品開発における情報は、他者の権利に抵触していないか注意

　　　　・業務上のアイデアは自社の創造的価値として権利化

　３）機密情報の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　会社の機密情報を重要な財産として厳格に管理し、適切に取り扱います。不用意に機密情報を口外したり、流出させたり

　　　　しません。また、他社の機密情報を不当に入手して活用することもいたしません。

　４）公私のけじめをつけた行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　職務の中で金銭物品等の利益を不当に授受することなく、社会一般の常識に則って行動します。取引先に不当に金品を

　　　　要求することやインサイダー取引は一切禁止します。

◆ 第３章　従業員相互のために ◆

　１）一人ひとりの人権を尊重　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　 一人ひとりの人権を大切に、すべての従業員に公正に活躍の場と成長のチャンスを提供します。そして、そういった

         努めます。

　２）安全で衛生的な職場環境を維持　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　労働、安全、衛生にかかわるリスク管理を徹底し、快適な職場環境をつくります。

　　　　また、心の病を防止するために風通しの良い職場を目指します。

　３）人材育成と公正な評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　「人事制度ガイドブック」に準拠して目標設定し面談制度を通じた部下の情報収集、公正な評価を行います。

　　　　また、従業員に能力開発の機会を作り、成長できる環境を整えます。

　４）活発なコミュニケーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　コミュニケーションを活発にすることで、信頼関係・協力関係が高まります。また、業務上のリスクを指摘しあうことで

　　　　健全な職場環境も保持されます。立場・役割を超えて、相手の言葉に耳を傾け、相手への配慮を大切にしながら、

　　　　言うべきことを適切に伝えます。

　５）会社の資産を保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　会社の有形・無形の資産を大切に取り扱い、仕事を効率的に進めるために活用にします。

　　　　資産の取扱いがわからないときは、必ず上司や管轄部署に確認して対応します。

　　　　さまざまな背景への差別的扱いは絶対に行いません。また、職場におけるセクシャルハラスメントやパワーハラスメント、

　　　　モラルハラスメント行為も同様に許しません。労働基準法など関係法令を遵守すると共に、適切な情報の提供と共有に



◆  第４章　会社の信頼を守るために ◆

　１）適切な取引手続きの遵守　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　仕入れ、売上の伝票処理など各種事務処理、社内ルールに則って適切に手続きを行います。

　　　　・複数の人がお互い伝票処理を確認

　　　　・受発注、在庫管理、入金チェックの徹底。

　　　　・適切な取引手続きの意義と手順への理解

　２）適切な情報開示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　良い情報だけでなく、都合の悪い情報も速やかに報告します。

　３）創意をつくし経営の効率化と収益性を向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　継続的な利益創出と生産性の向上を図るために創意工夫に努めます。

◆ 第５章　地域社会のために ◆

　１）地域社会の一員としてのふさわしい行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　高い倫理観を持って行動し、地域からの信頼を獲得します。

　２）反社会な個人、グループとは関与しません　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　反社会的な勢力が関わる企業、団体との取引および金銭の要求は断固として拒否します。

　　　　新規契約や取引の際には特に注意します。

◆ 第６章　環境に配慮するために ◆

　１）持続可能な資源（材料、労働、エネルギー）調達　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　資源を限りあるものと捉え、必要最低限の材料を調達した上で効率的に利用し、劣悪な労働環境や児童労働による

         調達は行いません。

　２）リサイクルや廃棄物の削減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 環境に配慮したクリーンで安全な資源を優先的に使用し、使用後も再利用や廃棄物の削除により環境保全に努めます。

◆ 第７章　製品の安全と品質のために ◆

　１）品質の継続的改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　高技術水準で安定した信頼性の高い製品を継続的に提供するため、ＱＭＳの確立・運用・改善に積極的に取り組みます。

　　　　ＱＭＳ・・・・Qｕality  Management System(品質マネジメントシステム)

　２）サプライチェーンにおけるCSRの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　当社だけでの取り組みではなく、購買先、委託加工先、お客様、物流会社と協働し、サンプライチェーン全体で

         CSRの取り組みを進めます。

◆ 第８章　法令遵守のために ◆

　１）国　地域の定める法令を遵守　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　国内外・国際的な法令、並びにそれらの精神を遵守し、関係部署と連携を取りながら誠意を尽くし事業活動を行います。

　２）リスクマネジメントの強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　不測の事態には迅速な対応と的確な情報開示を行い、法令遵守の意識に基づいた行動を徹底するとともに

　　　　再発防止体制を構築します。



CSR室を発足

世界的なCSR遵守の流れを受け、日本の繊維産業でも、特に生産工業におけるCSR監査の動きが高まりつつあります。

CSR監査とは、生産工場における労働者の人権、労働安全、環境保全などの法律や要求事項を守っているかどうかを

監査するものです。そこで、当社では２０１８年に 「CSR行動指針」 を作成。さらに「CSR室」を新たに組織化して、次の２

点を推進してきました。

　①取引先を選択するための指標作成と生産工場の現状調査

　　　長年かけて築いた“信用”を守り続け、高い倫理観を保持していくために、CSRの観点から工場のチェックシートを作成し、

　②取引基本契約書の重要性を共通認識

     社会的責任を果たすためには、当社と取引先との役割、責任を明確にし、共有認識する必要があります。

     そのために、改訂した取引基本契約書を約200社に送り、契約を交わしました。他取引先にもこれから順次進めて行きます。

     また、SCM統括部が営業部の協力を得て、取引先の工場監査実施に対し、事前に環境整備を調査するとともに、

     工場認定に向けた管理、指導を行っています。

「モリリンエコプロジェクト」 始動
SDGｓ(２０３０年までの持続可能な国際開発目標)の考えを踏まえ、サスティナビリティ（持続可能性）を会社の取り組みとして

「モリリンエコプロジェクト」（M・E・P）を始動。

テーマ（哲学）をモリリン・サスティナブル・フィロソフィ 「地球環境と資源を守り、健康に暮らせる持続可能な社会の実現に貢献

する」 ～イトからはじまる、すべてのコトへ～としました。

　　　主要工場に配布、実態調査を行い、２７２社の協力を得ました。



モリリンが目指すサスティナビリティ

◆モリリンエコプロジェクト◆　地球環境と資源を守り、健康に暮らせる持続可能な社会の実現に貢献する。

接続可能な開発のためのアクションを取るべき企業だと自覚し、

協力企業と共に実践する、ということ

　➡ ジャパンサスティナブルファッションアライアンスに加盟

異なる文化、あらゆる世代の人権を尊重し、コンプライアンスの

重要性を共通認識とする企業との取組み、適切な労働環境下

で適切な生活の確保に努める。

　➡ 健康経営優良法人2023年～大規模法人部門～

　　　地域貢献（愛知県一宮市SDGｓパートナー）

                  （ファッションイベント協賛金「Tweed Run」 )

繊維商社として素材～製品まで責任を持ち、サスティナビリティ

の実現に取り組む、ということ

 ➡ サスティナブルな展示会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Action 　 　PANECO®（循環型繊維リサイクルボード）

発展途上地域における経済活動の一環として、安定した

生産活動を推進する

 ➡ M.E.T（モリリンエコテキスタイル）

教育、科学、文化、コミュニケーションの分野から平和のとりで

を築くという理念を持つ日本ユネスコ協会連盟維持会員となり

世界寺子屋運動の活動を支援する

 ➡ 世界寺子屋運動の活動

異なる文化、あらゆる世代の人権を尊重し、コンプライアンスの

重要性を共通認識とする企業との取組み

 ➡ 社内外セミナー（ステークホルダーへの教育・情報提供）

海洋資源・陸上資源を守るために、循環型・環境保全型の

素材の使用・開発を促進する

 ➡ モリリンエコプロジェクト

      FSC®認証林(岐阜県郡上山林)

Action

Ideal



 テクノロジーを活用した新たなスキームの構築

 ➡ 3D CAD 「ブラウズウェア」 の導入　　　

 パートナーシップ企業と共に地球環境に配慮した素材を使用し、

適切な生産・加工方法を遵守する

 ➡ AQUARAIZ（SDGsな未来志向のデニム）



働き方改革

　2018年より当社で環境整備を進めてきた健康経営が、経済産業省と日本健康会議が共同

  る法人として紹介し、会社のブランドイメージ向上と、人材採用力UPの環境づくりを推進する

  ものです。

健康経営の活動内容

　健康経営とは、健康管理を経営的視点から考え、業務の生産性を高め、

　戦略的に企業価値を高めること、および、社会的責任を向上しようとする

　考え方です。当社の健康経営の方針は 「社員一人ひとりがお客様の笑

　顔に貢献するとともに、貢献する喜びを持って、生き生きと仕事ができる

　企業」とし、具体的な活動内容は、健康診断の100％受診の推進、健康

　増進および、推奨策（全社館内禁煙、自転車通勤の保険加入など）、長

　時間勤務に対する対策（退勤時間最終19時ルール等）、ストレッチ体操

　の実施、社内サークルへの費用補助、コミュニケーションの場の設置 お

　よび 朝食の提供、人間ドック費用の一部会社負担等、社内に対する健

　康経営のアピールを行っています。

地域貢献

英国発のツィードランの協賛
　イギリスで生まれたファッションと自動車のイベント 「The Tweed Run」 の協賛を行っております。

　「The Tweed Run」 は、2009年にロンドンでスタートし、ツィード素材のファッションに身を包み、自動車で街を楽しく走るイベン

　トです。現在は、ニューヨークやフィレンツェ、カナダなど世界各国でも独自に開催されています。2012年東京が初開催でその

 英国発のツィードランの協賛

　翌年の2013年に東京及び愛知県で開催され今に至ります。

 健康経営優良法人2023（大規模法人部門）に認定

　で実施する「健康経営優良法人2023（大規模法人部門）に4年連続で認定されました。

  健康経営優良法人制度とは、健康経営に精力的に取り組む企業を業績の向上が期待され

  合理的な労働環境を通じて日頃から社員の働く条件の向上に努めています。

  るオフィス環境を作り出すことを目的に、「NO残業デー(18時退社)」も率先して実行。

  「社員の健康が会社の成長へ！」 を合言葉に、会社と社員が信頼し合い、明るく楽しく働け



環境保全活動

　モリリンの郡上の山林

技術革新

　３D　CAD「ブラウザウェア」導入。産学連携プロジェクトを進行中
当社は2019年 3D CAD 「ブラウズウェア」 導入、また2020年より「CLO」

も導入し本格的に運用をスタート。顧客との商談で企画プロセスのリード

タイム短縮やサンプル作成コスト削減を狙ったもので、有力アパレルや

通販企業との商談で活用されています。

また、2021年より学校法人織田学園、織田ファッション専門学校（東京

都中野区）との産学連携プロジェクトをスタート。

授業で 3D CAD に触れる機会を創出し、この共創プロジェクトからファッ

ションビジネスで即戦力となる人材の育成を目指します。

2022年には素材開発の強みと 3D CAD を活用した提案でより良いモノ

づくりを目指す研究チームの 「M3 LABO®」 を立ち上げ、様々な体形デ

ータに基づいた商品開発や特定の動きに適したパターンの検証など、商

品開発や商談での活用がさらに進んでいます。

　
　※世界で最も信頼された森林認証制度
　　 岐阜県グループFSC®-C004268

 モリリンの郡上の山林

　約１００年前、スギやヒノキを自社で植え育てる植林事業を通し

　て環境保全活動を始めました。岐阜県郡上市に所有の山林面

　積はFSC® 認証※を受けた２１７ha。水源養成の他、茸、木の

　実、山菜など林産物の持続的生育、二酸化炭素吸収による環

　境保全などの役割を果たしています。自社保有の山林は年間

　1,358ｔの二酸化炭素を吸収すると試算。現在は、郡上森林組

　合に管理業務を委託し、共同で森林保全活動を行っています。

 ３D CAD 「ブラウズウェア」 導入。 産業連携プロジェクトを進行中



社会貢献・災害対策活動

　生産工程で二酸化炭素排出を抑えた、ゼロカーボン/テンセル™モダール繊維（環境配慮型素材）の原料を使用し、2050年ま

　でのカーボンニュートラルを目指します。当社のサスティナブル活動としてCO2削減を目的とし、「木と暮らす未来プロジェクト」

　へ1㎏につき10円の寄付を通じて、植林・育林活動を行っております。

　“ 少しでも地球のためにできることを ” と立ち上げたブランド 「PRODI」 。

　350年以上の歴史を持つ当社が、プロフェッショナルで革新的な技術を用い、人、社会、環境にやさしいサスティナブルな世界

　を目指すトータルソリューションブランド。キャンプなどへ持ち運びができる炭酸水メーカー「PRODI ソーダガン」をはじめ、サス

　ティナブルなライフスタイル雑貨・アウトドア雑貨を提案しています。リサイクル素材の使用や使用電力の削減など、環境に配

　慮した商品を展開しています。　

　

 サスティナブルマテリアルブランド 「BIOGRACE🄬」

岡山県苫田郡鏡野町での植林

 サスティナブルトータルソリューションブランド 「PRODI」



総合展示会

　 ❝Creative（創造性）❞ ❝Curiosity（好奇心）❞ ❝Collaboration（共創）❞ の3つの頭文字から、テーマを ❝３C❞ として

　合同展示会を開催しました。新たな挑戦を続けるべく サスティナブルな観点を取り入れた素材や新しい取り組みの紹介、生

　活用した提案、他社との協業や提携、学校との連携により、各グループの特徴を反映した合同展示会となりました。

　　　　　　生成AIの活用事例パネル 　大学との産学連携の紹介

「BIODENIM」　　   　　　   「BIOGRACE🄬」

　　　　フラワーアートブランド「PLANTICA🄬」 日本製 「出雲ブランド」　　　　「MORIRIN PRINT EMBROIDARYFACTORY」

　　新開発素材 「Somarti🄬」

　成ＡＩを活用したグラフィックの提案や、ＡＩ身体計測テクノロジーのスタートアップとの協業により作成したデジタルアバターを

 テーマは ❝３C ❞モリリン合同展示会



　当社で生産・販売をした羽毛布団の下取り・回収を実施して、それを選別・洗浄してからリユース可能な羽毛をダウンジャケット

　などへ再生します。側生地などは固形燃料へと用途をかえるリサイクルシステムを構築。回収、分別、再生までを一括で管理し

　ています。　

　「ReLABO🄬」 は、業界の垣根を越え、廃棄物などの 「 無（Waste)」 を無駄にすることなく、価値あるもの 「 有（Good）」 へ

　変えていくために、様々な人や企業と共にサスティナブルな社会の共創を実現すべく、 【 ReLABO🄬（リラボ） 】プロジェクト

　を2023年より運営しています。 「Re LABO🄬 」 では、廃棄物を Husk （ハスク） と解釈し、①土壌由来 ②海、河川などの水

　由来 ③人間（産業）由来の3つに分類し、そこからうまれる Husk（ハスク） と向き合い、業界を越えて新たな息吹・価値を見

　出し、様々な取組みを行っています。2024年には ”アップサイクルで食を持続可能にアップデート” をミッションに掲げる 「UP 

　FOOD PROJECT」と相互連携を開始し、異業種企業との連携や取組みも拡大しています。

 リサイクルダウン

リサイクル・リユース活動

 アップサイクルプロジェクト 「ReLABO🄬」



完全循環リサイクル

　株式会社ワークスタジオが手掛けるサスティナブルボード 「PANECO🄬」 の日

　本国内における販売総代理店として、商品を一括管理・販売しています。

　「PANECO®」は廃棄される衣料を素材とした 完全循環リサイクルボードで、ボ

　ード販売と同時に衣料廃棄物の回収等、繊維サーキュラー（循環型）プロジェ

　クトを推進しており、イベントやオフィスで用いる内装品やディスプレイ什器、家

　具へと生まれ変わらせ、クリエイティブな世界観の創出を続けています。

　今年は、「PANECO🄬」 の新しいカタチ  「nunock by PANECO」 の販売をスタ

　ートしました。 廃棄衣類をおしゃれでかわいいブロックにアップサイクルし、環

　境保護とファッションを結びつけ、人々の創造力を刺激し、遊び心をくすぐり、

　楽しみながら廃棄衣類の再生利用の意義を広めることができるプロダクトがで

　きました。

技術革新・環境保全

　オーストリアのレンチング社、クラボウ他国内企業と当社がチームアップして開発した素材が未来志向のデニム「AQUARAIZ」

　です。レンチング社のテンセル™モダール繊維は、オーストリア及び近隣の再生可能な森林から調達したブナ類が原料材木。

　この原料を用いると従来のデニム繊維に必要な染色工程（ロープ染色）が要らず、環境負担を大幅に削減します。

　また、AQUARAIZデニムは一般的なデニムより高堅牢度を実現し、色映りや色落ちしずらいため、他の洗濯物と分けて洗う必

　要がありません。AQUARAIZはデニムが持つ無限の可能性に挑戦するブランドとして進化を続けていきます。

nunock by PANECO

 SDGｓ なデニム 「ＡＱＵＡＲＡＩＺ  アクアライズ」

 リサイクルボード「PANECO🄬 パネコ」



スポーツ・地域貢献

　Vファーレン長崎の考える、平和への思い、スポーツを愛する気持ち、クラブ

　理念に賛同して、2018年よりスポンサーとしてチームを支援しています。

　４月２２日（土）には 「モリリンDAY」 が開催されました。今年もスタジアム場

　外にモリリンブースを設け、グッズ販売はもちろん、新製品や先行販売商品

　のサンプルを手に取ってもらえるコーナーを設置しました。 ブースにお越しい

　ただいた先着3,000名にハンカチをプレゼントし、喜びのお声を頂戴しました。

　昨年までは新型コロナウイルスの影響で、声出しなど制限がある中での観

　戦でしたが、今年は声出しが可能となり、サポーターの皆様から 「モリリン」 

　コールであたたかく迎え入れていただきました。今後も協賛を通じて、スポ

　ーツ文化の振興、地域活性化に寄与して参ります。　

　事業活動と環境負荷の全容

 Vファーレン長崎とのスポンサー契約



　2023年度実績
　モリリンでは、商品・調達・生産・物流・販売・オフィス、社会貢献の各領域でさまざま環境保全活動に取り組んでいます。

　環境負荷の低減に取り組むために、環境データの把握に努めています。

　　　　　電力使用量（ｋｗｈ）

ガソリン（ℓ）

 事業活動と環境負荷の全容

環境負荷の実績について （電力）

環境負荷の実績について （ガソリン）



水道水（㎡）

一般廃棄物（ｔ）

環境負荷の実績について （水道水）

環境負荷の実績について （一般廃棄物）



モリリン株式会社 CSR室

〒460-8679　愛知県名古屋市中区錦２丁目３-８

TEL（052) 231-6285

https://www.moririn.co.jp/

持続可能な未来に、必要な会社であるために

https://www.moririn.co.jp/

